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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】補強部材を事後的に付加する必要のない程に組
み立て後の強度を構造的に保持し得る段ボール紙製の組
み立て用棺桶を提供する。
【解決手段】棺本体Ａは、底板部１、その両側辺に起立
する側板部２、その前後辺に起立する妻板部を備えた上
面開口する箱型で、上記側板部２、妻板部の各上辺の各
々に内側折返し板部７が重合一体化される。蓋体は、天
板部１５、その両側辺及び前後辺に垂設した側板部１８
及び妻板部を備えた下面開口する浅い下向き箱型で、上
記側板部１８、妻板部の各下辺の各々に内側折返し板部
２３が重合一体化される。
【選択図】図６
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　棺本体と蓋体で構成される段ボール紙製の組み立て用棺桶において、
　前記棺本体は、底板部、その両側辺に起立する側板部、その前後辺に起立する妻板部を
備えた上面開口する箱型で、上記側板部、妻板部の各上辺の各々に内側折返し板部を重合
一体化すると共に、
　前記蓋体は、天板部、その両側辺及び前後辺に垂設した側板部及び妻板部を備えた下面
開口する浅い下向き箱型で、上記側板部、妻板部の各下辺の各々に内側折返し板部を重合
一体化することを特徴とする段ボール紙製の組み立て用棺桶。
【請求項２】
　棺本体と蓋体で構成される段ボール紙製の組み立て用棺桶において、
　前記棺本体は、底板部、その両側辺に起立する側板部、その前後辺に起立する妻板部を
備えた上面開口する箱型で、上記側板部、妻板部の各上辺の各々に内側折返し板部を重合
一体化すると共に、
　前記蓋体は、天板部、その両側辺及び前後辺に略３０度乃至５５度程度前下がりする傾
斜板部、これら傾斜板部の各下辺の各々に垂設した側板部及び妻板部を備えた下面開口す
る浅い下向き箱型で、上記側板部、妻板部の各下辺の各々に内側折返し板部を重合一体化
することを特徴とする段ボール紙製の組み立て用棺桶。
【請求項３】
　請求項１または２記載の組み立て用棺桶であって、前記内側折返し板部は、多層段ボー
ル紙の表裏両面のいずれか一方の外層紙を残して設定したＶ字状溝によって折り曲げられ
るものであり、かつ、このＶ字状溝は、前記多層段ボール紙を１８０度折返すに適する二
重Ｖ字状溝になっている、段ボール紙製の組み立て用棺桶。
【請求項４】
　請求項３記載の組み立て用棺桶であって、前記二重Ｖ字状溝は、前記多層段ボール紙を
略９０度ずつ合計で１８０度折返すものである、段ボール紙製の組み立て用棺桶。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、遺骸を収容して火葬するために用いる八角形状の段ボール紙製の組み立て用
棺桶に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、遺骸を収容して火葬するために用いる棺桶として、三層段ボール紙等の多層段ボ
ール紙を棺材として用いた段ボール紙製の組み立て用棺桶が提案されている。かかる段ボ
ール紙製の組み立て用棺桶は、従来一般の木材製の棺桶に比較して軽量であり運搬上の利
便性があると共に火葬時の燃焼性に優れて焼却時間が短く、燃焼によるダイオキシン発生
の公害等も少なく、しかも、木材資源の直接的浪費を抑制し得ることから天然資源の保護
にも資することができるという利点がある。 
【０００３】
　然しながら、かかる従来の段ボール紙製の組み立て用棺桶にあっては、その組み立て後
の強度において従来一般の木材製の棺桶に劣ることから、要所に補強部材を事後的に付加
する必要があり、製作作業が煩わしく製作コストが嵩むと共にその全体形状が一般的な長
方体形からなるありふれたものに過ぎず興趣に乏しく高級感がない、という問題点があっ
た。
【特許文献１】実用新案登録第３０３６０２７号公報
【特許文献２】実公平２－３６５０５号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
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　本考案が解決しようとする問題点は、補強部材を事後的に付加する必要のない程に組み
立て後の強度を構造的に保持し得ると共に立体感がある八角形状とすることで興趣に富む
高級感を醸出し得る新規構造の八角形状の段ボール紙製の組み立て用棺桶を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案に係る八角形状の段ボール紙製の組み立て用棺桶は、棺本体と蓋体で構成され、
棺本体は、長方形の四隅に面取り状に切欠した傾斜辺を有する八角形状の底板部、その両
側辺に起立する側板部、その前後辺に起立する妻板部、及び、四隅の傾斜辺に起立する面
取り板部とからなる上面開口する八角形状の箱型で、上記側板部、妻板部、面取り板部の
各上辺の各々に内側折返し板部を重合一体化すると共に、蓋体は、長方形の天板部、その
両側辺及び前後辺に略３０度乃至５５度程度前下がりする傾斜板部、該傾斜板部相互間の
四隅における三角形状傾斜板部、これら傾斜板部、及び、三角形状傾斜板部の各下辺の各
々に垂設した側板部、妻板部、及び、面取り板部とからなる下面開口する八角形状の浅い
下向き箱型で、上記側板部、妻板部、及び、面取り板部の各下辺の各々に内側折返し板部
を重合一体化することを最も特徴とするものである。
【考案の効果】
【０００６】
　本考案に係る八角形状の段ボール紙製棺桶は、棺本体及び蓋体のいずれにおいても、そ
れらの開口周端部位を内側折返し部によって二重の重合構造となるように構成しているこ
とから、構造的に必要な強度を保持することができ、組み立て後に敢えて補強部材を事後
的に付加する必要がなく、製作容易で製作コストを抑えることができる。
【０００７】
　また、本考案による組み立て後の八角形状の段ボール紙製棺桶は、直方体の四隅を切欠
した面取り板部、面取り傾斜部、面取り三角形状板部等によって立体感に富む造形性に優
れ、これ迄にない重厚な高級感を醸出することができるという利点がある。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下に、本考案に係る八角形状の段ボール紙製棺桶を実施例に基づいて説明する。
【実施例１】
【０００９】
　本考案における段ボール紙製棺桶は、棺本体Ａと蓋体Ｂで構成され（図２参照）、これ
らを製造するに使用する素材は、図１に例示するような板厚略１５ｍｍ程度の三層段ボー
ル紙Ｃ等の強度に優れた多層段ボール紙である。該多層段ボール紙は、表裏両面のいずれ
か一方の外層紙を残して適度な角度に設定したＶ字状溝に切欠く切削加工を容易に施すこ
とができる。
【００１０】
　このような多層段ボール紙を用いて切削加工のＶ字状溝を設けることによって、当該Ｖ
字状溝のＶ角の設定に基づいて、直角、鋭角、鈍角等の所望角度で美しい稜角をもつ任意
角度の折曲部を容易に組み立て形成することができる。また、該多層段ボール紙は、必要
に応じて、強固な稜角を利用してこれにあてがって強制的に押圧することによっても折曲
部を形成することができる。
　そして、このようにして形成する折曲部には、接着剤、接着テープ等を適宜に付加使用
することで、当該折曲部におけるその折曲状態を容易に固定化、或いは、補強することも
可能であり、これによって、箱型の棺桶を適宜に組み立て利便に製作することが可能であ
る。
【００１１】
　本考案における組立て後の棺本体Ａは、図２乃至図７に例示するように、底板部１、両
側の側板部２，２、前後の妻板部３、３、四隅の面取り板部４、４、４、４からなる上面
開口する八角形状の箱型である。
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【００１２】
　このような棺本体Ａは、図９に例示するように、その底板部１は、長方形の四隅を面取
り状に幅広に切欠して傾斜辺５，５，５，５を有する八角形状の棺本体Ａの基板となるも
のであって、該底板部１の両側辺に側板部２，２を各々９０度垂直となるに適するＶ字状
溝６，６を介して連繋すると共に該側板部２、２の上辺に内側折返し板部７、７を１８０
度折返すに適する二重Ｖ字状溝８、８を介して連繋し、且つ、該側板部２、２の前後辺に
面取り板部４、４、４、４を１３５度の鈍角となるに適するＶ字状溝９、９、９、９を介
して連繋すると共に該面取り板部４、４、４、４の各上辺の各々に内側折返し板部１０、
１０、１０、１０を１８０度折返すに適する二重Ｖ字状溝１１、１１、１１、１１を介し
て連繋している。
【００１３】
　また、当該底板部１の前後辺に各々妻板部３、３を各々９０度垂直となるに適するＶ字
状溝１２、１２を介して連繋し、該妻板部３、３の各上辺に内側折返し板部１３、１３を
１８０度折返すに適する二重Ｖ字状溝１４、１４を介して連繋している。
【００１４】
　上記した各々の内側折返し板部７、７、１０、１０、１０、１０、及び、１３、１３は
、図示した本実施例においては、側板部２、２、面取り板部４，４、４、４、及び妻板部
３、３の各々の上端部位のみの内側に折返して部分的に重合するようにその長さを設定し
てあるが、その長さを特定するものではない。側板部２、２、面取り板部４，４、４、４
、及び妻板部３、３の各々の全面の内側に重合するようにその長さを設定することも可能
であり、この方が強度を保つ上からは好ましいと言い得る。
【００１５】
　次に、本考案における組立て後の蓋体Ｂは、図２乃至図６、及び、図８に例示するよう
に、天板部１５、その周側に略３０度乃至５５度程度前下がりする傾斜板部１６、１６、
１６、１６、そして、その四隅に同じく略３０度乃至５５度程度前下がりする三角傾斜板
部１７、１７、１７、１７、を有し、傾斜板部１６、１６、１６、１６における両側の下
辺に垂設する側板部１８、１８、及び、前後の下辺に垂設する妻板部１９、１９、及び、
三角傾斜板部１７、１７、１７、１７に垂設する四隅の面取り傾斜板部２０、２０、２０
、２０からなる下面開口する八角形状の浅い下向き箱型である。
【００１６】
　このような蓋体Ｂは、図１０に示すように、前記棺本体Ａにおける底板部１から所定寸
法分を減縮してなる長方形の天板部１５が八角形状の蓋体Ｂの基板となるものであって、
該天板部１５の両側辺に傾斜板部１６、１６を略４５度前下がりとなるに適するＶ字状溝
２１、２１を介して連繋し、該傾斜板部１６、１６の各下辺に上下に短い側板部１８、１
８を略１３５度で垂設するに適するＶ字状溝２２、２２を介して連繋し、該側板部１８、
１８の各下辺に内側折返し板部２３、２３を１８０度折返すに適する二重Ｖ字状溝２４、
２４を介して連繋している。
【００１７】
　また、該側板部１８、１８の各前後辺には四隅の面取り傾斜板部２０，２０、２０、２
０を略１３５度で傾斜するに適するＶ字状溝２５、２５、２５、２５を介して連繋し、且
つ、四隅の該面取り傾斜板部２０，２０、２０、２０の各上辺に三角傾斜板部１７、１７
、１７、１７を略４５度前上がりとなるに適するＶ字状溝２６、２６、２６、２６を介し
て連繋すると共に該面取り傾斜板部２０，２０、２０、２０の各下辺に内側折返し部２７
、２７、２７、２７を１８０度折返すに適する二重Ｖ字状溝２８，２８、２８、２８を介
して連繋している。
【００１８】
　また、天板部１５の前後辺には傾斜板部１６、１６を略４５度で前下がり傾斜するに適
するＶ字状溝２９，２９を介して連繋し、該傾斜板部１６、１６の各下辺に妻板部１９、
１９を略１３５度で垂設するに適するＶ字状溝３０、３０を介して連繋し、該妻板部１９
、１９の各下辺に内側折返し板部３１、３１を１８０度折返しに適する二重Ｖ字状溝３２
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、３２を介して連繋している。
【００１９】
　また、図１１は、蓋体Ｂにおける他の実施例の展開状態を例示するものであって、三角
傾斜板部１７、１７、１７、１７を側面の傾斜板部１６、１６の前後辺に４５度前下がり
となるに適するＶ字状溝３３、３３、３３、３３を介して連繋すると共に該三角傾斜板部
１７、１７、１７、１７の各外辺の各々に面取り傾斜板部２０，２０、２０、２０を１３
５度で垂設するに適するＶ字状溝３４、３４、３４、３４を介して連繋し、各面取り傾斜
板部２０，２０、２０、２０の各下辺の各々に内側折返し板部３５、３５、３５、３５を
１８０度折返しに適する二重Ｖ字状溝３６、３６、３６、３６を介して連繋しており、図
１０の場合と同効である。
【００２０】
　なお、図中３７は、蓋体Ｂにおける天板部１５等の所定部位に、必要に応じて棺本体Ａ
内に収容した遺骸の顔を外部から観察し得るように設けた左右に開く観音開き状の開閉窓
であって、その左右両外側縁で蝶番作用を担わせ得るように当該箇所の外層紙を残すよう
にして観音開き状に切れ目を入れ、帯板状の摘み３８を中央位置に臨ませるように一方の
扉に接着固定している。
【００２１】
　上記のようにして構成される本考案における棺本体Ａは、その側板部２、２、妻板部３
、３、四隅の面取り板部４、４、４、４の各々を内側折返し板部７、７、１０、１０、１
０、１０、１３、１３をもって二重の重合構造に構成できると共に、蓋体Ｂをも同様にそ
の側板部１８、１８、妻板部１９、１９、四隅の面取り傾斜板部２０、２０、２０、２０
の各々を内側折返し板部２３、２３、２７、２７、２７、２７、３１、３１をもって二重
の重合構造に構成できることから、構造的に優れた強度を保持することができる。
【００２２】
　また、本考案による棺本体Ａと蓋体Ｂとを組立、組合せでなる八角形状の段ボール紙製
棺桶は、全体的に重厚な立体感に富み、この種の棺桶に高級感を醸出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本考案の製造に使用する三層段ボール紙の断層図である。
【図２】本考案の棺本体と蓋体との組み合わ状態の棺桶の正面図である。
【図３】同状態の平面図である。
【図４】同状態の側面図である。
【図５】同状態の底面図である。。
【図６】図２におけるＸ－Ｘ線の拡大端面図である。
【図７】本考案における棺本体の平面図である。
【図８】本考案における蓋体の底面図である。
【図９】本考案における棺本体の展開状態を示す平面図である。
【図１０】本考案における蓋体の展開状態を示す平面図である。
【図１１】本考案における蓋体の他の実施例の展開状態を示す平面図である。
【符号の説明】
【００２４】
Ａ 棺本体
Ｂ 蓋体
Ｃ 三層段ボール紙
１ 底板部
２、２ 側板部
３、３ 妻板部
４、４、４、４ 四隅の面取り板部
５、５、５、５ 傾斜辺
６、６ Ｖ字状溝
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７、７ 内側折返し部
８、８ 二重Ｖ字状溝
９、９、９、９ Ｖ字状溝
１０、１０、１０、１０ 内側折返し板部
１１、１１、１１、１１ 二重Ｖ字状溝
１２、１２ Ｖ字状溝
１３、１３ 内側折返し板部
１４、１４ 二重Ｖ字状溝
１５ 天板部
１６、１６、１６、１６ 傾斜板部
１７、１７、１７、１７ 三角傾斜板部
１８、１８ 側板部
１９、１９ 妻板部
２０、２０、２０、２０ 四隅の面取り傾斜板部
２１、２１ Ｖ字状溝
２２、２２ Ｖ字状溝
２３、２３ 内側折返し板部
２４、２４ 二重Ｖ字状溝
２５、２５、２５、２５ Ｖ字状溝
２６、２６、２６、２６ Ｖ字状溝
２７、２７、２７、２７ 内側折返し板部
２８、２８、２８、２８ 二重Ｖ字状溝
２９、２９、２９、２９ Ｖ字状溝
３０、３０、３０、３０ Ｖ字状溝
３１、３１ 内側折返し板部
３２、３２ 二重Ｖ字状溝
３３、３３、３３、３３ Ｖ字状溝
３４、３４、３４、３４ Ｖ字状溝
３５、３５、３５、３５ 内側折返し板部
３６、３６、３５、３６ 二重Ｖ字状溝
３７ 開閉窓
３８ 摘み
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